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(57)【要約】
【課題】施工性を向上できるサイドパネルを提供するこ
と。
【解決手段】サイドパネル２０は、方形状に枠組みされ
て形成された外側枠体３０と、外側枠体３０の内側に横
方向に並べて配置される枠付きの複数のＦＩＸパネル体
４０と、を備え、ＦＩＸパネル体４０は、ＦＩＸ枠体４
１と、パネル材４６と、を有し、ＦＩＸ枠体４１におけ
る一対の縦材４４，４５の一方側縦材４４及び他方側縦
材４５は、断面形状が同一であり、かつ、いずれか一方
を長手方向に延びる軸を中心に１８０°回転した場合の
断面形状が、いずれか他方の断面形状に一致し、隣接す
るＦＩＸパネル体４０における一のＦＩＸパネル体４０
Ａの一方側縦材４４及び他方側縦材４５は、いずれも、
隣接するＦＩＸパネル体４０における他のＦＩＸパネル
体４０Ｂ，４０Ｃの一方側縦材４４に係合可能であり、
かつ、他のＦＩＸパネル体４０Ｂ，４０Ｃの他方側縦材
４５に係合可能である。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋根構造体の柱材に取り付けられるサイドパネルであって、
　一対の縦枠、上枠及び下枠が方形状に枠組みされて形成された外側枠体と、
　前記外側枠体の内側に横方向に並べて配置される枠付きの複数のＦＩＸパネル体と、を
備え、
　前記ＦＩＸパネル体は、一対の縦材、上材及び下材が方形状に枠組みされて形成された
ＦＩＸ枠体と、前記ＦＩＸ枠体の内側に配置されるパネル材と、を有し、
　前記一対の縦材は、一方側縦材及び他方側縦材を有し、
　前記一方側縦材及び前記他方側縦材は、断面形状が同一であり、かつ、いずれか一方を
前記一方側縦材又は前記他方側縦材の長手方向に延びる軸を中心に１８０°回転した場合
の断面形状が、いずれか他方の断面形状に一致し、
　隣接する前記ＦＩＸパネル体における一のＦＩＸパネル体の前記一方側縦材及び前記他
方側縦材は、いずれも、隣接する前記ＦＩＸパネル体における他のＦＩＸパネル体の前記
一方側縦材に係合可能であり、かつ、隣接する前記ＦＩＸパネル体における他のＦＩＸパ
ネル体の前記他方側縦材に係合可能であるサイドパネル。
【請求項２】
　前記下枠は、前記屋根構造体の内側の上部に形成され前記屋根構造体の内側に向かうに
従って下る下り傾斜面を有する請求項１に記載のサイドパネル。
【請求項３】
　前記ＦＩＸパネル体の前記縦材と前記外側枠体の前記縦枠との締結部分を覆うように前
記縦枠の側面に取り付けられる縦枠カバー部材を更に備える請求項１又は２に記載のサイ
ドパネル。
【請求項４】
　前記外側枠体の前記上枠に取り付けられた前記ＦＩＸパネル体の前記上材を側方から押
さえて固定する上材押さえ部材と、
　前記上材押さえ部材を覆うように前記上枠の側面に取り付けられる上枠カバー部材と、
　前記外側枠体の前記下枠に取り付けられた前記ＦＩＸパネル体の前記下材を側方から押
さえて固定する下材押さえ部材と、
　前記下材押さえ部材を覆うように前記下枠の側面に取り付けられる下枠カバー部材と、
を更に備える請求項１～３のいずれかに記載のサイドパネル。
【請求項５】
　前記縦枠の上端部及び下端部の側面にそれぞれ固定されるスリーブ部材を備え、
　前記外側枠体の前記上枠は、該上枠の端部が前記スリーブ部材に外挿された状態で前記
スリーブ部材に固定されることで前記縦枠に固定され、
　前記外側枠体の下枠は、該下枠の端部が前記スリーブ部材に外挿された状態で前記スリ
ーブ部材に固定されることで前記縦枠に固定され、
　前記サイドパネルは、前記上枠と前記スリーブ部材との締結部分を覆うように前記上枠
の側面に取り付けられる上枠カバー部材と、前記下枠と前記スリーブ部材との締結部分を
覆うように前記下枠の側面に取り付けられる下枠カバー部材と、を更に備える請求項１～
４のいずれかに記載のサイドパネル。
【請求項６】
　屋根体と、前記屋根体の一方側及び他方側のいずれか一方又は両方に配置される柱材と
、を有する屋根構造体と、
　前記柱材に取り付けられる請求項１～５のいずれかに記載のサイドパネルと、
　前記屋根体の一方側と他方側とを繋いで延びる補強梁と、を備える屋根構造ユニット。
【請求項７】
　前記補強梁は、
　　断面がＨ形状の補強梁本体と、
　　前記補強梁本体におけるＨ形状の開放部分を覆う補強梁カバー部材と、を有する請求
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項６に記載の屋根構造ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　サイドパネル及び屋根構造体ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、屋根構造体の支柱に取り付けられるサイドパネルが知られている（例えば、特許
文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－２７９８２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来、屋根構造体の支柱にサイドパネルを取り付ける現場において、枠部材や桟部材や
複数のパネル材などの複数の部材を組み合わせることで組み立てられる。ここで、部材の
種類が多くなると、組立作業が煩雑となる。よって、施工性を向上できるサイドパネルが
求められる。
【０００５】
　本発明は、施工性を向上できるサイドパネル及び屋根構造体ユニットを提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、屋根構造体（例えば、後述のシェルター１０）の柱材（例えば、後述の支柱
２）に取り付けられるサイドパネル（例えば、後述のサイドパネル２０）であって、一対
の縦枠（例えば、後述の縦桟３３，３４）、上枠（例えば、後述の上桟３１）及び下枠（
例えば、後述の下桟３２）が方形状に枠組みされて形成された外側枠体（例えば、後述の
フレーム枠体３０）と、前記外側枠体の内側に横方向に並べて配置される枠付きの複数の
ＦＩＸパネル体（例えば、後述のＦＩＸパネル体４０）と、を備え、前記ＦＩＸパネル体
は、一対の縦材（例えば、後述の縦材４４，４５）、上材（例えば、後述の上材４２）及
び下材（例えば、後述の下材４３）が方形状に枠組みされて形成されたＦＩＸ枠体（例え
ば、後述のＦＩＸ枠体４１）と、前記ＦＩＸ枠体の内側に配置されるパネル材（例えば、
後述のパネル材４６）と、を有し、前記一対の縦材は、一方側縦材（例えば、後述の一方
側縦材４４）及び他方側縦材（例えば、後述の他方側縦材４５）を有し、前記一方側縦材
及び前記他方側縦材は、断面形状が同一であり、かつ、いずれか一方を前記一方側縦材又
は前記他方側縦材の長手方向に延びる軸を中心に１８０°回転した場合の断面形状が、い
ずれか他方の断面形状に一致し、隣接する前記ＦＩＸパネル体における一のＦＩＸパネル
体（例えば、後述の一のＦＩＸパネル体４０Ａ）の前記一方側縦材及び前記他方側縦材は
、いずれも、隣接する前記ＦＩＸパネル体における他のＦＩＸパネル体（例えば、後述の
他のＦＩＸパネル体４０Ｂ，４０Ｃ）の前記一方側縦材に係合可能であり、かつ、隣接す
る前記ＦＩＸパネル体における他のＦＩＸパネル体（例えば、後述の他のＦＩＸパネル体
４０Ｂ，４０Ｃ）の前記他方側縦材に係合可能であるサイドパネルに関する。
【０００７】
　また、前記下枠は、前記屋根構造体の内側の上部に形成され前記屋根構造体の内側に向
かうに従って下る下り傾斜面（例えば、後述の下り傾斜面３２６）を有することが好まし
い。
【０００８】
　また、前記ＦＩＸパネル体の前記縦材と前記外側枠体の前記縦枠との締結部分を覆うよ
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うに前記縦枠の側面に取り付けられる縦枠カバー部材（例えば、後述の縦桟カバー部材３
３８，３４８）を更に備えることが好ましい。
【０００９】
　また、前記外側枠体の前記上枠に取り付けられた前記ＦＩＸパネル体の前記上材を側方
から押さえて固定する上材押さえ部材（例えば、後述の押さえ部材３１４）と、前記上材
押さえ部材を覆うように前記上枠の側面に取り付けられる上枠カバー部材（例えば、後述
の上桟カバー部材３１５）と、前記外側枠体の前記下枠に取り付けられた前記ＦＩＸパネ
ル体の前記下材を側方から押さえて固定する下材押さえ部材（例えば、後述の押さえ部材
３２４）と、前記下材押さえ部材を覆うように前記下枠の側面に取り付けられる下枠カバ
ー部材（例えば、後述の下桟カバー部材３２５）と、を更に備えることが好ましい。
【００１０】
　また、前記縦枠の上端部及び下端部の側面にそれぞれ固定されるスリーブ部材（例えば
、後述の上桟固定用スリーブ３３５，３４５、下桟固定用スリーブ３３６，３４６）を備
え、前記外側枠体の前記上枠は、該上枠の端部が前記スリーブ部材に外挿された状態で前
記スリーブ部材に固定されることで前記縦枠に固定され、前記外側枠体の下枠は、該下枠
の端部が前記スリーブ部材に外挿された状態で前記スリーブ部材に固定されることで前記
縦枠に固定され、前記サイドパネルは、前記上枠と前記スリーブ部材との締結部分を覆う
ように前記上枠の側面に取り付けられる上枠カバー部材（例えば、後述の上桟カバー部材
３１５）と、前記下枠と前記スリーブ部材との締結部分を覆うように前記下枠の側面に取
り付けられる下枠カバー部材（例えば、後述の下桟カバー部材３２５）と、を更に備える
ことが好ましい。
【００１１】
　また、本発明は、屋根体（例えば、後述の屋根体６）と、前記屋根体の一方側及び他方
側のいずれか一方又は両方に配置される柱材（例えば、後述の支柱２）と、を有する屋根
構造体（例えば、後述のシェルター１０）と、前記柱材に取り付けられる前記サイドパネ
ルと、前記屋根体の一方側と他方側とを繋いで延びる補強梁（例えば、後述の補強梁７）
と、を備える屋根構造ユニット（例えば、後述のシェルターユニット１）に関する。
【００１２】
　また、前記補強梁は、断面がＨ形状の補強梁本体（例えば、後述の補強梁本体７１）と
、前記補強梁本体におけるＨ形状の開放部分を覆う補強梁カバー部材（例えば、後述の補
強梁カバー部材７２）と、を有することが好ましい。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、施工性を向上できるサイドパネル及び屋根構造体ユニットを提供する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態に係るシェルターユニットを斜め上方側から見た斜視図であ
る。
【図２】本発明の一実施形態に係るシェルターユニットを斜め下方側から見た斜視図であ
る。
【図３】本発明の一実施形態に係るサイドパネルの正面図である。
【図４】シェルターユニットを前後方向に見た場合を示す図である。
【図５】図２のＡ－Ａ線断面図であって、補強梁の断面図である。
【図６】サイドパネルの上部とシェルターの支柱との接続構造を示す断面図である。
【図７】サイドパネルの下部とシェルターの支柱との接続構造を示す断面図である。
【図８】図３のＢ－Ｂ線断面図であって、複数のＦＩＸパネル体の係合構造を示す断面図
である。
【図９】ＦＩＸパネル体の構成を示す図であって、（ａ）は正面図であり、（ｂ）は横断
面図である。
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【図１０】支柱にサイドパネルを取り付ける場合の施工手順を示す図であって、（ａ）及
び（ｂ）は、上桟及び下桟を支柱に固定するために上桟及び下桟にボルトを挿入する状態
を示す図である。
【図１１】支柱にサイドパネルを取り付ける場合の施工手順を示す図であって、上桟及び
下桟を支柱に固定する場合を説明する図である。
【図１２】支柱にサイドパネルを取り付ける場合の施工手順を示す図であって、縦桟を上
桟及び下桟に固定する場合を説明する図である。
【図１３】（ａ）は、縦桟に固定された上桟固定用スリーブに上桟をネジ固定する場合を
示す断面図である。（ｂ）は、縦桟に固定された下桟固定用スリーブに下桟をネジ固定す
る場合を示す断面図である。
【図１４】一方側の縦桟側に配置される１枚目のＦＩＸパネル体をフレーム枠体に取り付
ける場合を示す図である。
【図１５】２枚目以降のＦＩＸパネル体をフレーム枠体に取り付ける場合を示す図である
。
【図１６】ＦＩＸパネル体をフレーム枠体に取り付ける場合を示す図である。
【図１７】（ａ）は、１枚目のＦＩＸパネル体を一方側の縦桟側にスライド移動させて係
合させる場合を示す断面図であり、（ｂ）は、ＦＩＸパネル体を隣接するＦＩＸパネル体
にスライド移動させて係合させる場合を示す断面図であり、（ｃ）は、最も他方側の縦桟
側のＦＩＸパネル体に他方側の縦桟を係合させる場合を示す断面図である。
【図１８】ＦＩＸパネル体をフレーム枠体に取り付けた状態で、各カバー部材及び端部キ
ャップを取り付ける場合を示す図である。
【図１９】（ａ）は、上桟カバー部材及び上桟支柱側カバー部材を上桟に取り付ける場合
を示す断面図であり、（ｂ）は、下桟カバー部材及び下桟支柱側カバー部材を下桟に取り
付ける場合を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明のシェルターユニット１のサイドパネル２０の一実施形態について、図面
を参照しながら説明する。図１は、本発明の一実施形態に係るシェルターユニット１を斜
め上方側から見た斜視図である。図２は、本発明の一実施形態に係るシェルターユニット
１を斜め下方側から見た斜視図である。図３は、本発明の一実施形態に係るサイドパネル
２０の正面図である。図４は、シェルターユニット１を前後方向に見た場合を示す図であ
る。図５は、図２のＡ－Ａ線断面図であって、補強梁７の断面図である。
【００１６】
　まず、本実施形態のシェルターユニット１の全体構造について説明する。
　図１及び図２に示すように、シェルターユニット１（屋根構造体ユニット）は、屋根構
造体としてのシェルター１０と、サイドパネル２０と、を備える。シェルター１０は、地
面に立設される一対の３組の支柱２（柱材）と、一対の３組の支柱２の上部に配置される
屋根体６と、補強梁７と、を備える。
【００１７】
　本実施形態のシェルター１０は、屋根体６を左右方向の両側それぞれにおいて３つの支
柱２で支持する、いわゆる、両支持構造のシェルターである。また、本実施形態のシェル
ター１０は、３組の一対の支柱２の上端部に屋根体６が置かれる置き構造で構成される。
本実施形態の説明においては、３組の支柱２が並ぶ方向であって屋根体６の長手方向を前
後方向ともいう。また、屋根体６の長手方向に直交する方向を左右方向ともいう。
【００１８】
　屋根体６は、フレーム体６１と、複数の中間アーチ６４と、複数の屋根パネル材６７と
、を有する。フレーム体６１は、一対の前後枠材６２と、一対の左右枠材６３と、が方形
状に枠組みされて形成される。複数の中間アーチ６４及び複数の屋根パネル材６７は、屋
根体６の前後方向に並んで配置される。なお、本実施形態においては、サイドパネル２０
がシェルター１０の支柱２に取り付けられて構成されるが、これに限定されず、シェルタ
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ー以外の構造物、例えば、カーポート、駐輪場、休憩所、テラス、バス停などの屋根構造
体に取り付けられて構成されてもよい。
【００１９】
　図１～図４に示すように、サイドパネル２０は、シェルター１０の支柱２の外側の側面
に取り付けられる。なお、サイドパネル２０は、支柱２の外側の側面に取り付けることに
限定されず、支柱２の内側の側面に取り付けてもよい。本実施形態のサイドパネル２０に
おいて、サイドパネル２０の面方向であって水平方向を横方向ともいい、シェルター１０
の外側から対面して見たサイドパネル２０を「サイドパネル２０の正面」ともいう。サイ
ドパネル２０を正面から見た場合において、サイドパネル２０の手前側を「サイドパネル
２０の手前側」ともいい、サイドパネル２０の奥側を「サイドパネル２０の奥側」ともい
う。
【００２０】
　本実施形態においては、サイドパネル２０に吹き付けた風が上方に吹き上げて屋根体６
に下方側から荷重が作用する場合を考慮して、屋根体６には、屋根体６を補強するための
補強梁７が接続される。補強梁７は、断面形状の外形が方形状に形成され、屋根体６の左
右方向の一方側と他方側とを繋いで延びて形成され、屋根体６を補強する。
【００２１】
　補強梁７は、図５に示すように、補強梁本体７１と、補強梁カバー部材７２と、を有す
る。補強梁本体７１は、断面形状が、幅方向の両側の側方が開放するＨ形状で形成され、
屋根体６の左右方向の一方側から他方側に延びる。補強梁本体７１は、例えば、アルミニ
ウムを押し出し成型することによって形成される。補強梁本体７１は、長手方向の両端部
において、Ｈ形状の両側の開放部分に配置されるＬ字状の固定部材７３により、屋根体６
の前後方向において支柱２が配置される部分に対応した位置において、屋根体６の左右枠
材６３（図２参照）の内側の側面に固定されている。補強梁カバー部材７２は、補強梁本
体７１のＨ形状の開放部分を覆うように取り付けられる。
【００２２】
　サイドパネル２０は、図１～図３に示すように、フレーム枠体３０（外側枠体）と、複
数のＦＩＸパネル体４０と、を有する。
【００２３】
　フレーム枠体３０は、図３に示すように、上桟３１（上枠）、下桟３２（下枠）及び一
対の縦桟３３，３４（縦枠）が、方形状に枠組みされている。上桟３１、下桟３２及び一
対の縦桟３３，３４は、例えば、アルミニウムを押し出し成型することによって形成され
る。フレーム枠体３０の内側には、枠付きの複数のＦＩＸパネル体４０が横方向（屋根体
６の前後方向）に並べられて配置される。
【００２４】
　複数のＦＩＸパネル体４０は、図３に示すように、フレーム枠体３０の内側に、サイド
パネル２０の横方向に並べられて配置される。ＦＩＸパネル体４０は、ＦＩＸ枠体４１と
、パネル材４６と、を有する。ＦＩＸ枠体４１は、上材４２、下材４３及び一対の縦材４
４，４５が、方形状に枠組みされている。上材４２、下材４３及び一対の縦材４４，４５
は、例えば、アルミニウムを押し出し成型することによって形成される。パネル材４６は
、ＦＩＸ枠体４１の内側に嵌め込まれて配置されている。一対の縦材４４，４５は、ＦＩ
Ｘパネル体４０における横方向の一方側に配置される一方側縦材４４と、ＦＩＸパネル体
４０における横方向の他方側に配置される他方側縦材４５と、から構成される。
【００２５】
　本実施形態のＦＩＸパネル体４０において、上材４２及び下材４３の間の上下方向の途
中には、横方向に延びる中間横材（中骨）は配置されていない。また、ＦＩＸパネル体４
０における一対の縦材４４，４５の間に配置される複数のＦＩＸパネル体４０の縦材４４
，４５は、シェルター１０の屋根体６の複数の中間アーチ６４と同じ間隔で、屋根体６の
長手方向に並んで配置される。これにより、シェルターユニット１において、上材４２及
び下材４３の間の上下方向の途中に横方向に延びる中間横材（中骨）がないため中骨レス
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で、かつ、複数のＦＩＸパネル体４０の縦材４４，４５とシェルター１０の屋根体６の複
数の中間アーチ６４とが同じ間隔が配置されることで、サイドパネル２０の縦材４４，４
５により上下方向に延びるラインと、屋根体６の中間アーチ６４により屋根体６の左右方
向に延びるラインとは、サイドパネル２０と屋根体６とに跨って、同一ライン上に位置す
る。よって、シェルターユニット１のデザイン性を向上でき、意匠性を向上できる。
【００２６】
　フレーム枠体３０の詳細について説明する。図６は、サイドパネル２０の上部とシェル
ター１０の支柱２との接続構造を示す断面図である。図７は、サイドパネル２０の下部と
シェルター１０の支柱２との接続構造を示す断面図である。図８は、図３のＢ－Ｂ線断面
図であって、複数のＦＩＸパネル体４０の係合構造を示す断面図である。
【００２７】
　フレーム枠体３０は、図２～図４に示すように、上桟３１、下桟３２及び一対の縦桟３
３，３４が枠組みされた状態で、シェルター１０の屋根体６の３つの支柱２の外側に固定
される。上桟３１及び下桟３２は、支柱２に固定される。
【００２８】
　上桟３１は、図６に示すように、支柱２の上部において、接続部材３１１を介して、支
柱２に固定される。上桟３１は、フレーム枠体３０の上端部において、屋根体６の前後方
向（横方向）に延びる。上桟３１は、複数のＦＩＸパネル体４０の上端部を保持する。
【００２９】
　接続部材３１１は、一方側が、ボルト３１７ａ及びナット３１７ｂにより、支柱２の内
部に配置される補強スリーブ２ａと共締めされることで、支柱２に固定される。接続部材
３１１は、他方側が、上桟３１の支柱２側の面に形成される凹部３１２の横溝３１２ａに
ボルト３１８ａの頭部が挿入された状態で、ボルト３１８ａの先端側をナット３１８ｂで
固定することにより、上桟３１の支柱２側の側面に固定される。
【００３０】
　上桟３１は、支柱２と反対側の面において、下方側から上方側に窪むパネル体飲み込み
部３１３を有する。パネル体飲み込み部３１３の上方側の外側には、下方に延びる係止片
３１３ａが形成される。パネル体飲み込み部３１３には、ＦＩＸパネル体４０（後述）の
上材４２が配置される。ＦＩＸパネル体４０の上材４２は、押さえ部材３１４（上材押さ
え部材）で押されられた状態で、上桟３１にネジ３１４ｂにより固定される。
【００３１】
　押さえ部材３１４は、上部側がネジ３１４ａにより上桟３１に固定される。押さえ部材
３１４は、フレーム枠体３０の上桟３１に取り付けられたＦＩＸパネル体４０の上材４２
を側方から押さえて固定する。押さえ部材３１４を固定したネジ３１４ａ，３１４ｂを覆
うように、上桟３１の前面側の側面には、上桟カバー部材３１５（上枠カバー部材）が取
り付けられる。上桟カバー部材３１５は、押さえ部材３１４及びネジ３１４ａ，３１４ｂ
を覆うように上桟３１の側面に取り付けられる。
【００３２】
　下桟３２は、図７に示すように、支柱２の下部において、接続部材３２１を介して、支
柱２に固定される。下桟３２は、フレーム枠体３０の下端部において、屋根体６の前後方
向（横方向）に延びる。下桟３２は、複数のＦＩＸパネル体４０の下端部を保持する。
【００３３】
　接続部材３２１は、一方側が、ボルト３２７ａ及びナット３２７ｂにより、支柱２の内
部に配置される補強スリーブ２ｂと共締めされることで、支柱２に固定される。接続部材
３２１は、他方側が、下桟３２の支柱２側の面に形成される凹部３２２の横溝３２２ａに
ボルト３２８ａの頭部が挿入された状態で、ボルト３２８ａの先端側をナット３２８ｂで
固定することにより、下桟３２の支柱２側の側面に固定される。
【００３４】
　下桟３２は、支柱２と反対側の面において、上方側から下方側に窪むパネル体飲み込み
部３２３を有する。パネル体飲み込み部３２３には、ＦＩＸパネル体４０（後述）の下材
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４３が配置される。ＦＩＸパネル体４０の下材４３は、押さえ部材３２４（下材押さえ部
材）で押さえられた状態で、下桟３２にネジ３２４ｂにより固定される。
【００３５】
　押さえ部材３２４は、下部側がネジ３２４ａにより下桟３２に固定される。押さえ部材
３２４は、フレーム枠体３０の下桟３２に取り付けられたＦＩＸパネル体４０の下材４３
を側方から押さえて固定する。押さえ部材３２４を固定したネジ３２４ａ，３２４ｂを覆
うように、下桟３２の前面側の側面には、下桟カバー部材３２５（下枠カバー部材）が取
り付けられる。下桟カバー部材３２５は、押さえ部材３２４及びネジ３２４ａ，３２４ｂ
を覆うように下桟３２の側面に取り付けられる。
【００３６】
　下桟３２は、図７に示すように、下り傾斜面３２６を有する。下り傾斜面３２６は、下
桟３２におけるシェルター１０の内側の上部に形成される。下り傾斜面３２６は、シェル
ター１０の内側に向かうに従って下るように傾斜する。これにより、シェルター１０の内
側にいる人が下桟３２に足を掛けようとしても、下り傾斜面３２６により足を引っ掛け難
い形状であるため、安全性を向上できる。また、下桟３２には、下り傾斜面３２６が形成
されるため、下桟３２にゴミが溜まることを低減できる。
【００３７】
　一対の縦桟３３，３４は、図３に示すように、フレーム枠体３０の横方向の両端部にお
いて、上下方向に延びる。一対の縦桟３３，３４の上端部は、上桟３１の横方向の両端部
に固定され、一対の縦桟３３，３４の下端部は、下桟３２の横方向の両端部に固定される
。一対の縦桟３３，３４は、横方向に並んで配置される複数のＦＩＸパネル体４０の両端
部を保持する。
【００３８】
　図３及び図８に示すように、一対の縦桟３３，３４は、フレーム枠体３０の横方向の一
方側の端部に配置される一方の縦桟３３と、フレーム枠体３０の横方向の他方側の端部に
配置される他方の縦桟３４と、で構成される。本実施形態においては、図８に示すように
、一方の縦桟３３及び他方の縦桟３４は、断面形状が異なる。
【００３９】
　一方の縦桟３３は、図８に示すように、フレーム枠体３０の横方向の一端部において、
ＦＩＸパネル体４０の一方側縦材４４の一方側係合部４４２（後述）が係合可能な一方側
縦桟係合部３３１を有する。一方側縦桟係合部３３１は、一方の縦桟３３の内側面におい
て手前側に形成される係合凹部３３２を有する。係合凹部３３２には、ＦＩＸパネル体４
０における一方側縦材４４の一方側係合部４４２の側方凸部４４４（後述）が係合する。
【００４０】
　他方の縦桟３４は、図８に示すように、フレーム枠体３０の横方向の他端部において、
ＦＩＸパネル体４０の他方側縦材４５の他方側係合部４５２（後述）が係合可能な他方側
縦桟係合部３４１を有する。他方側縦桟係合部３４１は、他方の縦桟の内側面において一
方側縦桟係合部３３１の係合凹部３３２の位置よりも奥側に形成される係合凹部３４２を
有する。係合凹部３４２には、ＦＩＸパネル体４０における他方側縦材４５の他方側係合
部４５２の側方凸部４５４（後述）が係合する。
【００４１】
　複数のＦＩＸパネル体４０の詳細について説明する。図９は、ＦＩＸパネル体４０の構
成を示す図であって、（ａ）は正面図であり、（ｂ）は横断面図である。
　本実施形態においては、複数のＦＩＸパネル体４０の各ＦＩＸパネル体４０は、同一形
状に形成される。ＦＩＸパネル体４０は、図９（ａ）及び（ｂ）に示すように、ＦＩＸ枠
体４１と、パネル材４６と、を有する。
【００４２】
　ＦＩＸ枠体４１は、上材４２、下材４３及び一対の縦材４４，４５が、方形状に枠組み
されている。ＦＩＸパネル体４０は、図９（ａ）及び（ｂ）に示す状態の形状と、図９（
ａ）及び（ｂ）に示す状態から、ＦＩＸパネル体４０の横方向の中央において上下方向に
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延びる軸Ｊを中心に１８０°回転させた状態の場合の形状とが同一である。
【００４３】
　上材４２は、ＦＩＸ枠体４１の上端部の枠材を構成し、横方向に延びる。上材４２は、
図６に示すように、下方に開放するパネル飲み込み溝４２１を有する。パネル飲み込み溝
４２１は、パネル材４６の上端部を保持する。
　下材４３は、ＦＩＸ枠体４１の下端部の枠材を構成し、横方向に延びる。下材４３は、
図７に示すように、上方に開放するパネル飲み込み溝４３１を有する。パネル飲み込み溝
４３１は、パネル材４６の下端部を保持する。
【００４４】
　上材４２及び下材４３は、図６及び図７に示すように、ＦＩＸパネル体４０の前後方向
（ＦＩＸパネル体４０の厚さ方向）におけるパネル飲み込み溝４２１，４３１が形成され
た位置に対して、断面形状が、前後対称の形状に形成される。そのため、上材４２及び下
材４３は、図９（ａ）及び（ｂ）に示す状態の断面形状と、図９（ａ）及び（ｂ）に示す
状態から、ＦＩＸパネル体４０の横方向の中央において上下方向に延びる軸Ｊを中心に１
８０°回転させた状態の断面形状とが一致する。
【００４５】
　一方側縦材４４は、図９（ａ）に示すように、ＦＩＸ枠体４１の横方向の一方側の端部
の枠材を構成し、上下方向に延びる。一方側縦材４４は、断面において、図９（ｂ）に示
すように、パネル飲み込み溝４４１と、一方側係合部４４２と、を有する。パネル飲み込
み溝４４１は、パネル材４６の一方側の端部を保持する。一方側係合部４４２は、一方側
縦材４４の一方側の側面に形成される。一方側係合部４４２には、手前側から奥側に順に
、手前側切り欠き部４４３、側方凸部４４４、側方凹部４４５、奥側突出片４４６が形成
される。
【００４６】
　他方側縦材４５は、図９（ａ）に示すように、ＦＩＸ枠体４１の横方向の他方側の端部
の枠材を構成し、上下方向に延びる。他方側縦材４５は、断面において、図９（ｂ）に示
すように、パネル飲み込み溝４５１と、他方側係合部４５２と、を有する。パネル飲み込
み溝４５１は、パネル材４６の他方側の端部を保持する。他方側係合部４５２は、縦材４
５の他方側の側面に形成される。他方側係合部４５２には、奥側から手前側に順に、奥側
切り欠き部４５３、側方凸部４５４、側方凹部４５５、手前側突出片４５６が形成される
。
【００４７】
　ＦＩＸパネル体４０における一方側縦材４４及び他方側縦材４５は、図９（ｂ）に示す
ように、いずれか一方を一方側縦材４４又は他方側縦材４５の長手方向に延びる軸を中心
に１８０°回転した場合の断面形状が、いずれか他方の断面形状に一致する。例えば、一
方側縦材４４及び他方側縦材４５は、図９（ａ）及び（ｂ）に示す状態の断面形状と、図
９（ａ）及び（ｂ）に示す状態から、ＦＩＸパネル体４０の横方向の中央において上下方
向に延びる軸Ｊを中心に１８０°回転させた状態の断面形状とが一致する。
【００４８】
　具体的には、図９（ｂ）に示すように、ＦＩＸパネル体４０を、ＦＩＸパネル体４０の
横方向の中央において上下方向に延びる軸Ｊを中心に１８０°回転させた場合に、一方側
縦材４４における手前側切り欠き部４４３、側方凸部４４４、側方凹部４４５及び奥側突
出片４４６の形状は、それぞれ、他方側縦材４５における奥側切り欠き部４５３、側方凸
部４５４、側方凹部４５５、手前側突出片４５６の形状と一致する。また、他方側縦材４
５における奥前側切り欠き部４５３、側方凸部４５４、側方凹部４５５及び手前側突出片
４５６の形状は、それぞれ、一方側縦材４４における手前側切り欠き部４４３、側方凸部
４４４、側方凹部４４５及び奥側突出片４４６の形状と一致する。
　従って、ＦＩＸパネル体４０における一方側縦材４４及び他方側縦材４５は、断面形状
は同一であって、いずれか一方を一方側縦材４４又は他方側縦材４５の長手方向に延びる
軸Ｊを中心に１８０°回転させることで断面形状が一致する。つまり、ＦＩＸパネル体４
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０における一方側縦材４４及び他方側縦材４５は、向きが異なっているだけであって、断
面形状は同一である。
【００４９】
　次に、隣接して配置されるＦＩＸパネル体４０の係合状態について説明する。
　図８に示すように、一のＦＩＸパネル体４０Ａの両側に隣接するＦＩＸパネル体４０Ｂ
，４０Ｃにおいて、一のＦＩＸパネル体４０Ａの一方側縦材４４は、隣接する他のＦＩＸ
パネル体４０Ｂの他方側縦材４５に係合する。また、一のＦＩＸパネル体４０Ａの他方側
縦材４５は、隣接する他のＦＩＸパネル体４０Ｃの一方側縦材４４に係合する。
【００５０】
　一のＦＩＸパネル体４０Ａの一方側縦材４４の一方側係合部４４２を、隣接する他のＦ
ＩＸパネル体４０Ｂの他方側縦材４５の他方側係合部４５２に係合させる場合には、図８
に示すように、一方側係合部４４２と他方側係合部４５２とを対向させた状態で互いを突
き当てることで、一方側係合部４４２の手前側切り欠き部４４３、側方凸部４４４、側方
凹部４４５及び奥側突出片４４６は、それぞれ、他方側係合部４５２の手前側突出片４５
６、側方凹部４５５、側方凸部４５４及び奥側切り欠き部４５３に嵌まり合う。これによ
り、一のＦＩＸパネル体４０Ａの一方側縦材４４の一方側係合部４４２は、隣接する他の
ＦＩＸパネル体４０Ｂの他方側縦材４５の他方側係合部４５２に係合する。
【００５１】
　このように、一のＦＩＸパネル体４０Ａの一方側縦材４４は、隣接する他のＦＩＸパネ
ル体４０Ｂの他方側縦材４５に係合可能である。更に、一のＦＩＸパネル体４０Ａの一方
側縦材４４は、隣接する他のＦＩＸパネル体４０Ｂの一方側縦材４４を、長手方向に沿っ
た軸を中心として１８０°回転させた場合において他のＦＩＸパネル体４０Ｂの一方側縦
材４４が他方側縦材４５の断面形状と一致するため、隣接する他のＦＩＸパネル体４０Ｂ
を回転させることで、他のＦＩＸパネル体４０Ｂの一方側縦材４４にも係合可能である。
【００５２】
　また、一のＦＩＸパネル体４０Ａの他方側縦材４５の他方側係合部４５２を、隣接する
他のＦＩＸパネル体４０Ｃの一方側縦材４４の一方側係合部４４２に係合させる場合には
、図８に示すように、他方側係合部４５２と一方側係合部４４２とを対向させた状態で互
いを突き当てることで、他方側係合部４５２の手前側突出片４５６、側方凹部４５５、側
方凸部４５４及び奥側切り欠き部４５３は、それぞれ、一方側係合部４４２の手前側切り
欠き部４４３、側方凸部４４４、側方凹部４４５及び奥側突出片４４６に嵌まり合う。こ
れにより、一のＦＩＸパネル体４０Ａの他方側縦材４５の他方側係合部４５２は、隣接す
る他のＦＩＸパネル体４０Ｃの一方側縦材４４の一方側係合部４４２に係合する。
【００５３】
　このように、一のＦＩＸパネル体４０Ａの他方側縦材４５は、隣接する一のＦＩＸパネ
ル体４０Ｃの一方側縦材４４に係合可能である。更に、一のＦＩＸパネル体４０Ａの他方
側縦材４５は、隣接する他のＦＩＸパネル体４０Ｃの他方側縦材４５を、長手方向に沿っ
た軸を中心として１８０°回転させた場合において他のＦＩＸパネル体４０Ｃの他方側縦
材４５が一方側縦材４４の断面形状と一致するため、隣接する他のＦＩＸパネル体４０Ｃ
を回転させることで、他のＦＩＸパネル体４０Ｃの他方側縦材４５にも係合可能である。
【００５４】
　次に、シェルター１０の支柱２にサイドパネル２０を取り付ける場合の施工手順につい
て説明する。本実施形態においては、図３に示すサイドパネル２０において、フレーム枠
体３０の上桟３１及び下桟３２を支柱２に固定して、フレーム枠体３０の一方側の縦桟３
３側から、他方側の縦桟３４側に向かって順に組み立てる場合について説明する。なお、
組み立て順は、これに限定せず、フレーム枠体３０の他方側の縦桟３４側から、一方側の
縦桟３３側に向かって順に組み立ててもよい。
【００５５】
　まず、事前に、例えば工場などで、複数のＦＩＸパネル体４０を準備しておく。工場に
おいては、複数のＦＩＸパネル体４０を組み立てておく。この状態で、複数のＦＩＸパネ
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ル体４０を、サイドパネル２０を取り付ける現場に搬入する。
【００５６】
　次に、図３に示すように、サイドパネル２０をシェルター１０の支柱２に取り付ける現
場において、作業者は、フレーム枠体３０の上桟３１を支柱２の上部に固定すると共に、
フレーム枠体３０の下桟３２を支柱２の下部に固定する。具体的には、図１０（ａ）に示
すように、上桟３１の横溝３１２ａにボルト３１８ａの頭部を挿入すると共に、図１０（
ｂ）に示すように下桟３２の横溝３２２ａにボルト３２８ａの頭部を挿入する。そして、
図１１に示すように、上桟３１の横溝３１２ａに取り付けたボルト３１８ａを、支柱２の
上方側にボルト３１７ａ及びナット３１７ｂで固定した接続部材３１１の支柱２の幅方向
の両端部において側方に延びる取付片３１１ａに貫通させて、先端側からナット３１８ｂ
で固定する。また、下桟３２の横溝３２２ａに取り付けたボルト３２８ａを、支柱２の下
方側にボルト３２７ａで固定した接続部材３２１の支柱２の幅方向の両端部において側方
に延びる取付片３２１ａに貫通させて、先端側からナット３２８ｂで固定する。これによ
り、上桟３１及び下桟３２を支柱２に固定する。
【００５７】
　次に、一方側の縦桟３３を、上桟３１及び下桟３２の横方向の一方側の端部に固定する
。具体的には、図１２に示すように、一方側の縦桟３３の上部側において、一方側の縦桟
３３の上端部の側面に上桟固定用スリーブ３３５（スリーブ部材）をネジ３３５ｃにより
固定した状態で、図１３（ａ）に示すように、上桟固定用スリーブ３３５を上桟３１の横
方向の一方側の端部に挿入してネジ３３５ｂにより固定する。これにより、フレーム枠体
３０の上桟３１は、上桟３１の端部が上桟固定用スリーブ３３５に外挿された状態で、上
桟固定用スリーブ３３５に固定されることで、縦桟３３に固定される。
【００５８】
　また、図１２に示すように、一方側の縦桟３３の下部側において、一方側の縦桟３３の
下端部の側面に下桟固定用スリーブ３３６（スリーブ部材）をネジ３３６ｃにより固定し
た状態で、図１３（ｂ）に示すように、下桟固定用スリーブ３３６を下桟３２の横方向の
一方側の端部に挿入してネジ３３６ｂにより固定する。これにより、フレーム枠体３０の
下桟３２は、下桟３２の端部が下桟固定用スリーブ３３６に外挿された状態で、下桟固定
用スリーブ３３６に固定されることで、縦桟３３に固定される。
【００５９】
　続けて、図１４及び図１５に示すように、複数のＦＩＸパネル体４０を、一方側から他
方側に向けて順に、上桟３１及び下桟３２の間に配置して取り付ける。ＦＩＸパネル体４
０を上桟３１及び下桟３２の間に配置して取り付ける場合には、図１６（ａ）に示すよう
に、ＦＩＸパネル体４０の上端部を、上桟３１の飲み込み部３１３の係止片３１３ａの内
側において、上桟３１の飲み込み部３１３に下方から挿入するように配置する。そして、
ＦＩＸパネル体４０の下端部を、図１６（ｂ）に示すように、下桟３２の飲み込み部３２
３に配置する。つまり、本実施形態では、ＦＩＸパネル体４０を、左右方向に移動させず
に、上下方向に移動させる（いわゆる、ケンドン式で移動させる）ことで、フレーム枠体
３０に取り付ける。この状態においては、ＦＩＸパネル体４０の上端部は、飲み込み部３
１３の係止片３１３ａに係止されている。そのため、ＦＩＸパネル体４０の上端部は、係
止片３１３ａに仮固定されている状態となる。これにより、作業者は、ＦＩＸパネル体４
０を、上桟３１及び下桟３２の間に配置した状態で、ＦＩＸパネル体４０から手を放すこ
とができる。よって、手を放して作業できるため、作業性を向上できる。
【００６０】
　複数のＦＩＸパネル体４０を、一方側から他方側に順に、上桟３１及び下桟３２の間に
配置して取り付ける場合には、まず、図１４に示すように、一方側の縦桟３３側に配置さ
れる１枚目のＦＩＸパネル体４０を、フレーム枠体３０に取り付ける。ＦＩＸパネル体４
０は、上桟３１及び下桟３２に沿って横方向にスライド可能に構成されるため、ＦＩＸパ
ネル体４０を上桟３１及び下桟３２の間に配置した状態で、複数のＦＩＸパネル体４０を
横方向の一方側に寄せるようにスライド移動させる。ＦＩＸパネル体４０を一方側に寄せ
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るようにスライド移動させると、一方側の縦桟３３に１枚目のＦＩＸパネル体４０が突き
当たり、ＦＩＸパネル体４０の一方側縦材４４の一方側係合部４４２の側方凸部４４４は
、図１７（ａ）に示すように、一方の縦桟３３の内側面の係合凹部３３２に係合する。そ
して、図１７（ａ）に示すように、縦桟３３の側方の外側から、ネジ３３ａを縦桟３３の
外側壁３３９ａの貫通穴３３９ｂを貫通させて内側壁３３９ｃ側に移動させて、図８に示
すように、縦桟３３の内側壁３３９ｃと一方側縦材４４とをネジ３３ａにより固定する。
【００６１】
　続けて、図１５に示すように、２枚目以降のＦＩＸパネル体４０をフレーム枠体３０に
取り付ける。そして、フレーム枠体３０に取り付けたＦＩＸパネル体４０Ａを、隣接する
一方側の縦桟３３側に寄せて配置したＦＩＸパネル体４０Ｂに寄せるようにスライド移動
させる。ＦＩＸパネル体４０Ａを一方側に寄せるようにスライド移動させると一方側の縦
桟３３側に寄せて配置したＦＩＸパネル体４０Ｂに次のＦＩＸパネル体４０Ａが突き当た
り、隣接するＦＩＸパネル体４０Ａ，４０Ｂにおいて、一のＦＩＸパネル体４０Ａの一方
側縦材４４の側面に形成される一方側係合部４４２には、図１７（ｂ）に示すように、隣
接する他のＦＩＸパネル体４０Ｂの他方側縦材４５の他方側係合部４５２が係合する。そ
して、２枚目以降のＦＩＸパネル体４０の全てについて、フレーム枠体３０に取り付け、
一方側にスライド移動させて、一のＦＩＸパネル体４０Ａの一方側縦材４４の側面に形成
される一方側係合部４４２を、図１７（ｂ）に示すように、隣接する他のＦＩＸパネル体
４０Ｂの他方側縦材４５の他方側係合部４５２に係合させる。
【００６２】
　２枚目以降の全ての複数のＦＩＸパネル体４０を上桟３１及び下桟３２の間に配置した
後に、図１５に示すように、他方側の縦桟３４を、他方側の縦桟３４の上端部の側面に固
定した上桟固定用スリーブ３４５（スリーブ部材）を上桟３１に挿入して固定すると共に
、他方側の縦桟３４の下端部の側面に固定した下桟固定用スリーブ３４６（スリーブ部材
）を下桟３２に挿入して固定することで、上桟３１及び下桟３２の横方向の一方側の端部
に取り付ける。これにより、フレーム枠体３０の上桟３１は、上桟３１の端部が上桟固定
用スリーブ３４５に外挿された状態で、上桟固定用スリーブ３４５に固定されることで、
縦桟３４に固定され、フレーム枠体３０の下桟３２は、下桟３２の端部が下桟固定用スリ
ーブ３４６に外挿された状態で、下桟固定用スリーブ３４６に固定されることで、縦桟３
４に固定される。この場合、ＦＩＸパネル体４０の他方側縦材４５の他方側係合部４５２
の側方凸部４５４には、図１７（ｃ）に示すように、他方の縦桟３４の内側面の係合凹部
３４２が係合する。そして、図１７（ｃ）に示すように、縦桟３４の側方の外側から、ネ
ジ３４ａを縦桟３４の外側壁３４９ａの貫通穴３４９ｂを貫通させて内側壁３４９ｃ側に
移動させて、図８に示すように、縦桟３４の内側壁３４９ｃと他方側縦材４５とをネジ３
４ａにより固定する。
【００６３】
　ここで、複数のＦＩＸパネル体４０の一方側縦材４４と他方側縦材４５との断面形状が
同一であり、かつ、複数のＦＩＸパネル体４０のうちのいずれを使用しても隣接するＦＩ
Ｘパネル体４０に係合可能に構成される。これにより、一種類の複数のＦＩＸパネル体４
０を準備して並べるだけでよいため、ＦＩＸパネル体４０の種類を選択しなくてもよく、
複数のＦＩＸパネル体４０を容易に取り付けることができる。
【００６４】
　仮に、ＦＩＸパネル体４０を縦桟３３，３４や隣接するＦＩＸパネル体４０に係合でき
ない場合には、複数のＦＩＸパネル体４０の形状が同一であり、一方側縦材４４の断面形
状と他方側縦材４５の断面形状とが同一であるため、ＦＩＸパネル体４０の向きを変える
だけで、隣接するＦＩＸパネル体４０同士を容易に係合させることができる。
【００６５】
　そして、ＦＩＸパネル体４０を係止片３１３ａに仮固定した状態で、図１８及び図１９
（ａ）に示すように、上桟３１において、ＦＩＸパネル体４０の上端部を、前面側から押
さえ部材３１４で押さえた状態でネジ３１４ａ，３１４ｂによりネジ固定する。また、図
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１８及び図１９（ｂ）に示すように、下桟３２において、ＦＩＸパネル体４０の下端部を
、前面側から押さえ部材３２４で押さえた状態でネジ３２４ａ，３２４ｂによりネジ固定
する。更に、図１９（ａ）及び（ｂ）に示すように、押さえ部材３１４，３２４と押さえ
部材３１４，３２４を固定したネジ３１４ａ，３１４ｂを隠すように、上桟３１に上桟カ
バー部材３１５を取り付けると共に、下桟３２に下桟カバー部材３２５を取り付ける。
【００６６】
　このように、上桟カバー部材３１５は、押さえ部材３１４及びネジ３１４ａ，３１４ｂ
を覆うように上桟３１の側面に取り付けられる。また、上桟３１に取り付けられた上桟カ
バー部材３１５は、上桟３１と上桟固定用スリーブ３３５との締結部分に用いられるネジ
３３５ｂ（図１２、図１３（ａ）参照）や、上桟３１と上桟固定用スリーブ３４５との締
結部分に用いられるネジ（図示せず）も覆っている。
　また、下桟カバー部材３２５は、押さえ部材３２４及びネジ３２４ａ，３２４ｂを覆う
ように下桟３２の側面に取り付けられる。下桟３２に取り付けられた下桟カバー部材３２
５は、下桟３２と下桟固定用スリーブ３３６との締結部分に用いられるネジ３３６ｂ（図
１２、図１３（ｂ）参照）や、下桟３２と下桟固定用スリーブ３４６との締結部分に用い
られるネジ（図示せず）も覆っている。
【００６７】
　また、図１８に示すように、上桟３１の支柱２側の面に上桟支柱側カバー部材３１９を
取り付けると共に、下桟３２の支柱２側の面に下桟支柱側カバー部材３２９を取り付ける
。また、縦桟３３，３４の上端部及び下端部に、端部キャップ３３７，３４７を取り付け
、縦桟３３，３４の外側の側面に、縦桟カバー部材３３８，３４８を取り付ける。縦桟カ
バー部材３３８，３４８は、ＦＩＸパネル体４０の縦材４４，４５とフレーム枠体３０の
縦桟３３，３４との連結部分に用いられるネジ３３ａ，３４ａを覆うように縦桟３３，３
４の外側の側面に取り付けられる。
　このようにして、サイドパネル２０をシェルター１０の支柱２に取り付けることができ
る。
【００６８】
　以上説明した本実施形態のサイドパネル２０によれば、以下のような効果を奏する。
　本実施形態のサイドパネル２０は、方形状に枠組みされて形成されたフレーム枠体３０
と、フレーム枠体３０の内側に横方向に並べて配置される枠付きの複数のＦＩＸパネル体
４０と、を備え、ＦＩＸパネル体４０は、ＦＩＸ枠体４１と、ＦＩＸ枠体４１の内側に配
置されるパネル材４６と、を有し、ＦＩＸ枠体４１における一対の縦材４４，４５の一方
側縦材４４及び他方側縦材４５は、断面形状が同一であり、かつ、いずれか一方を一方側
縦材４４又は他方側縦材４５の長手方向に延びる軸を中心に１８０°回転した場合の断面
形状が、いずれか他方の断面形状に一致し、隣接するＦＩＸパネル体４０における一のＦ
ＩＸパネル体４０Ａの一方側縦材４４及び他方側縦材４５は、いずれも、隣接するＦＩＸ
パネル体４０における他のＦＩＸパネル体４０Ｂ，４０Ｃの一方側縦材４４に係合可能で
あり、かつ、他のＦＩＸパネル体４０Ｂ，４０Ｃの他方側縦材４５に係合可能である。
【００６９】
　これにより、一種類の複数のＦＩＸパネル体４０を準備して、フレーム枠体３０の内側
に横方向に複数のＦＩＸパネル体４０を並べることで、複数のＦＩＸパネル体４０を容易
に取り付けることができる。仮に隣接するＦＩＸパネル体４０同士が係合しない場合であ
っても、一方側縦材４４の断面形状と他方側縦材４５の断面形状とが同一であるため、Ｆ
ＩＸパネル体４０の向きを変えるだけで、隣接するＦＩＸパネル体４０同士を容易に係合
させることできる。そのため、施工性を向上できる。また、一方側縦材４４と他方側縦材
４５とは、断面形状が同一であるため、一対の縦材４４，４５を共通部品とすることがで
き、部品の種類を少なくでき、製造コストを低減できる。
【００７０】
　また、本実施形態においては、下桟３２は、シェルター１０の内側の上部に形成されシ
ェルター１０の内側に向かうに従って下る下り傾斜面３２６を有する。これにより、シェ
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ルター１０の内側にいる人が下桟３２に足を掛けようとしても、下り傾斜面３２６により
足を引っ掛け難い形状であるため、安全性を向上できる。また、下桟３２には、下り傾斜
面３２６が形成されるため、下桟３２にゴミが溜まることを低減できる。
【００７１】
　また、本実施形態においては、ＦＩＸパネル体４０の縦材４４，４５とフレーム枠体３
０の縦桟３３，３４との連結部分に用いられるネジ３３ａ，３４ａを覆うように縦桟３３
，３４の側面に取り付けられる縦桟カバー部材３３８，３４８を備える。そのため、縦桟
カバー部材３３８，３４８で縦桟３３，３４の外側の側面を覆うことができるため、ネジ
３３ａ，３４ａなどの固定部材が外部に露出されない。これにより、意匠性を向上できる
。
【００７２】
　また、本実施形態においては、フレーム枠体３０の上桟３１に取り付けられたＦＩＸパ
ネル体４０の上材４２を側方から押さえて固定する押さえ部材３１４と、押さえ部材３１
４を覆うように上桟３１の側面に取り付けられる上桟カバー部材３１５と、フレーム枠体
３０の下桟３２に取り付けられたＦＩＸパネル体４０の下材４３を側方から押さえて固定
する押さえ部材３２４と、押さえ部材３２４を覆うように下桟３２の側面に取り付けられ
る下桟カバー部材３２５と、を更に備える。そのため、上桟カバー部材３１５で上桟３１
の側面を覆うことができると共に、下桟カバー部材３２５で下桟３２の側面を覆うことが
できる。これにより、押さえ部材３１４，３２４やネジなどの固定部材が外部に露出され
ない。よって、意匠性を向上できる。
【００７３】
　また、本実施形態においては、上桟３１と上桟固定用スリーブ３３５との締結部分に用
いられるネジ３３５ｂ（図１２、図１３（ａ）参照）や、上桟３１と上桟固定用スリーブ
３４５との締結部分に用いられるネジ（図示せず）を覆うように、上桟３１の側面に取り
付けられる上桟カバー部材３１５と、下桟３２と下桟固定用スリーブ３３６との締結部分
に用いられるネジ３３６ｂ（図１２、図１３（ｂ）参照）や、下桟３２と下桟固定用スリ
ーブ３４６との締結部分に用いられるネジ（図示せず）を覆うように、下桟３２の側面に
取り付けられる下桟カバー部材３２５と、を更に備える。そのため、上桟カバー部材３１
５で上桟３１の側面を覆うことができると共に、下桟カバー部材３２５で下桟３２の側面
を覆うことができる。これにより、上桟固定用スリーブ３３５，３４５及び下桟固定用ス
リーブ３３６，３４６の連結部分に用いられるネジが外部に露出されない。よって、意匠
性を向上できる。
【００７４】
　また、本実施形態のシェルターユニット１においては、屋根体６の一方側と他方側とを
繋いで延びる補強梁７を備える。これにより、サイドパネル２０に吹き付けた風が上方に
吹き上げて屋根体６に荷重が作用しても、屋根体６の強度を確保できる。
【００７５】
　また、本実施形態のシェルターユニット１においては、補強梁７は、断面がＨ形状の補
強梁本体７１と、補強梁本体７１におけるＨ形状の開放部分を覆う補強梁カバー部材７２
と、を有する。これにより、補強梁本体７１により補強梁７の強度を一層向上できると共
に、補強梁カバー部材７２でＨ形状の開放部分を覆うことで意匠性を確保できる。よって
、屋根体６の強度を一層向上させつつ、意匠性も確保できる。
【００７６】
　以上、本発明のサイドパネル２０の好ましい一実施形態について説明したが、本発明は
、上述した実施形態に制限されるものではなく、適宜変更が可能である。
　例えば、前記実施形態では、屋根構造体としてのシェルター１０を、屋根体６を左右方
向の両側それぞれにおいて一対の支柱２で支持する、いわゆる、両支持構造のシェルター
１０により説明したが、これに限定されず、屋根体６を左右方向の一方の端部を支柱で支
持する、いわゆる、片支持構造のシェルターでもよい。また、本実施形態のシェルター１
０は、支柱２の上端部に屋根体６が置かれる置き構造としたが、これに限定されず、両支
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り構造としてもよい。
【符号の説明】
【００７７】
　１　シェルターユニット（屋根構造体ユニット）
　２　支柱（柱材）
　６　屋根体
　７　補強梁
　１０　シェルター（屋根構造体）
　２０　サイドパネル
　３０　フレーム枠体（外側枠体）
　３１　上桟（上枠）
　３２　下桟（下枠）
　３３　縦桟（縦枠）
　３４　縦桟（縦枠）
　４０　ＦＩＸパネル体
　４０Ａ　一のＦＩＸパネル体
　４０Ｂ　他のＦＩＸパネル体
　４０Ｃ　他のＦＩＸパネル体
　４１　ＦＩＸ枠体
　４２　上材
　４３　下材
　４４　縦材、一方側縦材
　４５　縦材、他方側縦材
　４６　パネル材
　７１　補強梁本体
　７２　補強梁カバー部材
　３１４　押さえ部材（上材押さえ部材）
　３１５　上桟カバー部材（上枠カバー部材）
　３２４　押さえ部材（下材押さえ部材）
　３２５　下桟カバー部材（下枠カバー部材）
　３２６　下り傾斜面
　３３５，３４５　上桟固定用スリーブ（スリーブ部材）
　３３６，３４６　下桟固定用スリーブ（スリーブ部材）
　３３８，３４８　縦桟カバー部材（縦枠カバー部材）
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